
専攻名 口述試験の概要

応用生物学専攻
　日本語または英語によるコミュニケーション能力、学問研究に対する
熱意や生物学の習熟度、さらに従事している生物学関連研究の狙いや目
的とその進捗状況についての説明能力を問う口述試験を行った。

情報工学専攻
　受験の動機、入学後の抱負などに関する質問の後、受験者が大学にお
いて身につけてきた学力・研究力を判断するために、現在の研究内容、
今後の研究計画等に関する質疑を行った。

建築学専攻

（特定課題型）
　志望する研究室や志望動機について説明をさせた後に、以下に関して
質問した。
・研究計画書や提出された資料における内容
・設計実技試験の解答内容
・ポートフォリオの内容
・自分の将来の展望について

（論文型）
　志望する研究室や志望動機について説明をさせた後に、以下に関して
質問した。
・研究計画書や提出された資料における内容
・自分の将来の展望について

バイオベースマテリアル学専攻

　志望分野及び関連分野の専門的学力を問うため、大学院での研究計画
についての説明を求め、その後に物理、物理化学、生物学、高分子化
学、高分子物理、有機化学の６つの分野から１つ選択し、その分野に対
する質疑を行った。
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